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5万分の1地質図幅の新刊

飛騨古川
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5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

る飛騨帯の南縁で日本列島の基盤問題から現在の活

断層にいたる多様な地質現象がつめこまれている.

⑧飛騨変成岩･･石灰岩と各種の石英長石質片麻岩の累

層球状岩もある.これには船津花筒岩がともなわ

れ“眼球片麻岩"をつくり変成帯内部に交代性岩

体もみいだされる.

亀古生煽:おもに飛騨外縁帯に属する結晶片岩石炭

紀奇妙な上広瀬礫岩もふくまれる.
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⑧飛騨の“騨"という字は“天をゆく白い馬"つまり

“ペガサス"という意味である.この図幅地域はまさ

にペガサスの背中にあたる.地質学的にはいわゆ

竃中生鰯:おもにジュラ紀一白亜紀手取累層灘石徹白

層群に属する礫岩･砂岩･泥岩しだや二枚貝の類の

化石がみられる.一部で昆明層灘相当層もみいださ一

れる.

⑧白亜紀末珪長質火山岩類:中部地方内帯に広く

分布する濃飛流紋岩の北縁がこの地域に分布するほ

か小鳥川流紋岩類や大雨見山火山岩類もこれにふ

くまれる.

⑧活断層1今も動く跡津川断層と随伴する断層灘カミ全

地域をズタズタにきざんでいる.
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